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 近年，逐次近似再構成（iterative reconstruction，IR）のような非線形処理により作成された画像の画質評価







 方法として，スライス厚の土俵を IR と FBP とで揃えた上で，視認性不十分な被写体のとき IR の検出能指
標値が FBP より優れるのか，三種の IR（AIDR-3D，FIRST，ASiR-V）について調査した．検出能指標値を算
出するために解像特性と雑音特性を，スライス厚の補正を行うために slice sensitivity profile(SSP)を得た．対象
被写体は視認性不良の低コントラストワイヤとした．当該ワイヤそれ自身より解像特性を得る手法を開発し，
複数の線量条件（10,50,300mAs）における FBPと IR の解像特性を計測した．スライス厚についても視認性不
良の薄板で SSP を測定する手法を開発し，解像度と同じ条件下にて SSP を計測した．雑音特性として雑音パ
ワースペクトル (noise power spectrum, NPS)をアキシャル面内の NPSa とともに体軸方向の NPSzを測定した．
SSPと NPSz を用いて，IR と FBP との SSPの違いが雑音に与える影響を補正した． 
 本研究の結果，被写体が明瞭に視認できない画像となる場合は，どの IRでも FBP と同等以下の検出能指標
値となった．AIDR-3D の検出能指標値はあらゆる条件で FBPとほぼ同等であった．FIRSTと ASiR-Vは，FBP
で被写体の視認性が良好なときは，見かけ上 FBPより顕著に高い検出能指標値となった．  
 従来の検討では物理評価で求めた IRの検出能指標値は FBPより優れると結論されていたが，本研究におい
て IR により検出能が改善されることは無く，報告されている視覚試験と乖離しない結果が得られた．明瞭な
テスト被写体，スライス厚の肥厚が，従来の画質評価における過大評価の要因であったと考えられる．また，






 結論として，現況の標準的な物理評価法では IR法の過大評価の傾向を持つことと，その理由も示し得た． 
